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As a result of a routine contact survey for sputum culture positive tuberculosis male 

patient aged 52 years, four new other patients out of seven houshold members were 
detected. They were his wife aged 49, his son aged 22, his second son aged 17 and his 

daughter aged 14. His wife suffered from smear positive cavitary tuberculosis and was 

considered as a source of infection in her family members. She complained sever cough and 
sputa for around four months. Soonafter, it was reported that his wife was working 

actively as a nurse of one nursery school at Kurume City. A total of nine coworkers and 
99 children were examined for tuberculin test and X-ray examination, if needed. The 

prevalence of tuberculin positive among the children in this nursery was much higher than 
that of control children in another nursery near by. Moreover, three new tuberculosis cases 
were detected among nurses and nine new tuberculosis cases were detected among children. 

The cases who had not vaccinated with BCG were more seriously injured than the cases 

who had vaccinated with BCG. 

 This report suggests the  followings

* From Kurume Health Center , 1642, Ishimaru, Aikawa-cho, Kurume-shi, Fukuoka 830 Japan.
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i) Careful attention should be paid for the respiratory symptom (s) as well as the 
routine examination of tuberculosis for nurses of nursery.

ii) Tuberculosis epidemics may occur not only in children but also in adults.

iii) The effects of BCG vaccination could be observed clearly in this epidemic of 

tuberculosis.
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緒 言

我 国の結 核情 況 は著 し く改善 され て いる。 その ため

に,結 核菌 の未 感染 者数 が非 常 に 多 くなって い るのは

当然 であ る。従 って,集 団発 生 は 目立 つ よ うに な り,

青 年層 で も発生 した報告 をみ るよ うに なった1)～7)。

このたびT保 育 園にて保 母E子 を感染 源 とした結 核

の集 団発生 を経 験 した。排 菌者 を中心 と して家族 感 染,

職 場 同僚感 染,更 に園 児感染 を起 こ し,発 病 の状況 を

明確 に把 握 で きた ので報告 す る。

調 査 方法 と対象

T保 育 園 は在籍 園 児99名,職 員11名 で構 成 され てい

た。E子 の本 人 を除 いた家 族構 成 は6名 で あ る。

昭和57年1月 に52歳 男性 の 結核 発生 届が提 出 され,

保 健所 の家 族検 診 にて6名 中4名 の患 者が 発見 され,

妻E子 はガ フ キー2号 のII型 患 者 であ り,T保 育 園の

保 母 であ る こ とが わか り,上 記職 員お よび園 児の定 期

外 検診 を実施 した。

ツ反 応検査 は園 児全 員 に実施 し,同 時 にほぼ 同条件

にあ るS保 育 園の 園児 に も実施 して,感 染状 況 を比較

した。

ツ 反応 陽 性児につ い ては,保 健 婦 に よる家庭 訪 問 を

行 な い患者 の有 無等 調査 した。

調 査結 果

(1) E子 の家 族 の結核(表1,写2,3)

夫52歳 は結核 患者 発生 届 が昭和57年1月 に提 出 され

てい る。病 型b III2菌は培 養(+),長 男22歳l III1,菌

(-),次 男17歳l III1,菌(-),長 女14歳l III1,菌(-)

と診 断 され た。

三男14歳 と父77歳 に は所見 な しで あ った。

(2)　感染 源E子 の 結核(写1)

E子 の病歴 は 昭和55年 に生命 保 険加 入の健 康 診 断時

に不 活動 性病 巣が あ る と指摘 され てい た。 その後 は 園

医 による定期 の健 康 診 断では陰 影 は不 変 とされてい た。

昭和56年10月 頃か ら風邪 症状 を再 々繰 り返 してお り,

咳,痰,全 身倦 怠感 の あ るま ま勤 務 を続 けて いた。 写

真1は 昭和57年2月 の家 族検 診時 の もの であ る。 ガフ

キー2号 が証 明 され た。

(3) T保 育 園職 員 の結核(表2,写4)

保 母E子 は 昭和46年 よ りT保 育 園 に勤務 してお り,

表1　 家族構成および感染状況 S.57.2月 現 在
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写1一 ♀49歳

、講

z)lnO

写2(夫)一 ♂52歳

職 員数 はE子 を含 め て11名 で あった が,妊 娠の ため退

職 した保 母 を除 いた9名 の レ線 検査 を行 な った ところ

所 見な しで あっ た。

しか し,2ヵ 月後 に な り,咳,疾 お よ び全身 倦怠 感 を

訴 える者 が出 たの で再 度 レ線 検査 を行 な った ところ,

31歳 と27歳 の 保母 にIII型病 巣 を認 め,他 の29歳 の保 母

は レ線 では 所 見な しで あ ったが結 核菌 を証 明 した。

(4)園 児の ツ 反応検 査(表3,4.図1)

鐘

鋳

鍵 、

嚢鱒

零1

写31〔 男)■ ♂17歳

昭 和57年3月 の ツ 反 応 検 査 で の1場 性 率 は,2歳 児 ク

ラ ス64.2%,3歳 児 クラ ス78.9%、4歳 児 クラX18.1%,

5歳 児 クラ ス18.2%,6歳 児 クラ17.E%で 平 均36.3%

で あ っ た 。

ほ ぼ 同 条 件 のS保 育 園 で の ツ 反 応 検 査 結 果 は,2

歳 児 ク ラ ス の 陽 性 率27.3%,3歳 児 ク ラ ス謹3.8%で 両

舌に 有 意 差 あ り,4歳 児 ク ラ ス以 上 に は 差 が な か っ た 。

画 餅 のBCG歴 の 有 無 に つ い て 調 査 した が,両 者 に 差
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表2T備 園 の職 購 成 と感染 状 況S .57.4腹 在

*

*

*

職 種N
o

性 年齢 担 当 クラ ス 病 型
排 菌

塗抹 培養

1■(保 母) 女 49 2・3歳 .II2
(+)

G2号 (+)

2 保母 女 29 2・3歳 気管支結核
BF
(+) (一)

3 保母 女 27 2・3歳 (一)

4 保母 女 31 2・3歳 ,mI (一) (+)

5 保母 女 27 2・3歳 (一)

6 保母 女 27 4歳 .Hll (一) (一)

7 保母 女 46 5・6歳 (一)

8 保母 女 34 5・6歳 (一)

9 給食 女 61 調理 (一 〉

10 給食 女 22 調理 (一)

11 給食 女 27 調理 (一)

*発 病 着

雪

写Ll同 僚)一 ♀31歳

は な く,む しろS保 育 園 児の方 か高率 に うけて いた。

(5)園 児の結核1表J写J6)

ツ反応 陽性 児 には レン トゲ ン検 査 を行 な った。主 治

医に よ り施 行 され,保 健 所の結 核 診査委 員 が読影 した。

弓
軍

二

解
離

Tomo

鞍

が影

,、
.
ゼ
罐

霧ウ
箸

発 病 者 は1歳 児1ti2歳 児1名,3歳 児3名,4

歳 児1名,6歳 児1名 の 計7名 に わ た っ た 。

BCG歴 な し は4名,BCG歴 あ りは3名 で あ っ た 。全

園 児 のBCG歴 な し33名 対4名;BCG歴 あ り67名 対3
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名 の発 病 であ る。

BCG歴 な しでは レ線所 見 で初感 染群 をは っ きり示す

者 が あ り,ま た肺 門淋 巴節腫 脹 の所 見 は,BCG歴 あ り

に比べ て程 度 がひ どか った。

表3　 園児 のツ反 応陽性 率S
.57.3月 現在

園 児家族 の結 核 患者状 態 につ い て,家 族 検 診 を昭和

57年4月 に実施 した。受 診87名 に異常 はなか った。 問

診で結 核既 往 あ り1名 と現在 登録 患 者 で治療 中 が1名

い たが,不 活動 性状 態 で あ り,感 染 を起 こす 患者 は発

見 しなか った。

(6)　集団発 生発 見後 の対 策 と経過

すべ て の患者 は直 ちに各 々の 主治 医 に よ り化療 を行

な った。同僚1名 の患者 は経 過 がやや 長 くか か ったが,

その他 患 者 は順 調 に 回復 した。

レ線 上 異常 な しで あって も,ツ 反応 陽性 児 と陰性 よ

り疑 陽性 または陽性 に変 った園児 と,職 員 を対 象 にINH

予 防 内服 を積 極 的に指導 した。INH内 服 者は家族1名,

職 員6名,園 児53名 計60名 であ った。

第1回 ツ反 応検査 後3ヵ 月 してツ反応 検査 を行 ない,

ツ反応 陰性 児32名 につ いて はBCG接 種 を行 な った。

保 健婦 によ る家 庭訪 問や,結 核 診 査会 で の意見 に よ

る治 療 の指導 を行 ない経過 をみた が,昭 和58年3月 即

図1 T保 育 園 にお け る ツ反 応 陽性 率(ク ラ ス別)

表4 BCG被 接種率
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ち,1年 経過 後に患 者の 発生 は な く,BCG接 種 児の ツ

反結 果 を除 いて その 他園 児の ツ反 応結果 に は変 化 はみ

られ なか った。

考 察

T保 育 園に 生 じた結核 集 団発生 につ いて報告 したが,

その うちの問題 点 を中心 に検討 したい。

保 育 園職 員の定 期検 診 につ いて は,レ 線所 見読 影 に

慎 重で あ らね ば な らな い。 特 に,所 見 に活動 性 が少 し

で も疑 われれ ば検 疫 が必要 で あ る。 自覚症 に注意 が必

要 で あ る。受 診 の遅 れ と診 断の遅 れの ない体制 を作 ら

ねば な らな い。

BCG未 接 種 につ いては予 防法 による第1回 目接 種が

一'定期間 の 集団接 種方 式 を とって いる と,そ の 年 もれ

結 核 第59巻 第12[_J

る と!年 待 つ こ とにな り,更 に未接 種 の ま ま終 って い

る例の 多いこ とで ある。接 種 の機 会 をよ り多 く作 るこ

とお よび集 団生 活 を始め る前 に も未接 種者対 策 が必要

で あ る。

BCG接 種 後の ツ反応 陽性率 は,幼 年 期に は割 合に 短

年 月で陰 転 化す る819}。今 回の ツ反 応検 査の結 果 もそ の

通 りで あ ったが,3歳 まではか な り高率 の陽性 率 を示

した。ほぼ 同 条件 に ある 対照 群 と比較 す る こ とによ り,

感染状 況 を知 る ことがで きた。

BCG接 種 の効 果については近 年 色 々な報告 があ りLo},

中 には効 果 につ いて疑 問的 な報告 もあ るが,今 回 の集

団発 生で はか な りは っ き りと発病 抑制 に も,ま た 発病

して も軽症 で あ る こ とも認 め えた と考 えて いる。

結核 菌の 未感 染者 の増加 してゆ きつつ あ る今 日では,

表5園 児 発病 状l!己

No.・am・ 性 年齢 BCG接 手稗 ζ ツ反応 の 大 きさ
病H;1∫

一

一

女 1歳
f

-11

1030mm〔 硬1 ,H.

2
一女'

2 1
』 一1 12 ,III1

),イ

し

一

女 3 1十i(c541 20'45{硬 〕 ,[Ii1

4 女 3 1「一1

21!45 rllli

:7 男 3 1-1層 11 ,.H,

6
一一

男 41 1+■s521 3月441-1]625 ,[II

7 女

1

61:一rlls511 15 ,.[IIl

卿 「

欝 結"難 読・

嚇

欝
鋤灘

畷轡欝,雑

写5〔 園児}一 二1歳

響 顎 避 ・

繋

写6・ 園 児1■1ド3歳



1984　 年12　 月 　 613

低年 齢層 だ けで な く青 年層,壮 年 層 にで も結 核が 集 団

発生 す る可能 性 が あ り,当 事例 は この こ とをは っ き り

と示 した ケー ス で あ る と考 え られ る。妻 か ら夫,子 供,

同僚 そ して 園児 と感染 そ して発 病 させ て いる。 こ とに

園 児で は,受 持 クラスの み な らず 自由遊 び の時 間が 多

いため全 体 の 園児 に接 す る機 会が 多 い。泣 き じゃ くる

児 を保母 が抱 き上 げ,頬 ず りす る こ とも しば しばで あ

る。 受持 クラス 以外 児が発 病 す るの も納得 で きた。

結 語

(1) T保 育 園 にお ける結 核 集 団発 生 について報告 した。

(2)　保 育 園職員 の 結核検 診 は慎 重 に行 なわ なけれ ば な

らない。 レ線検 査 と喀 痰検査 が 必要 で あ る。 自覚 症状

に は特 に配慮 しな くては な らない。

(3)　園 児のBCG接 種 歴 に注 意す る こと。集 団生 活 を始

め る前 には接種 をや って お くこ とが必要 で あ る。

(4)　対照 群 の ツ反応結 果 と比較 して,感 染状 況 を把握

す るこ とが で きた。

(5)　保 育 園での 幼 児へ の感染,発 病 は受 持 クラス だ け

でな くて他 クラス に も影響 す る。

(6) BCG接 種 者 は非接 種 者 に比べ て,発 病 の程 度 は軽

か った。

(7)　現 在 の 日本 で は結核 集 団発生 は,幼 児か ら成 人 し

た家族,同 僚 に も感染発 病 がみ られ る時代 にな って い

る。

(文責 吉 村 皓子 ・城戸春 分 生)

(本論 文 の要 旨 は,第59回 日本結 核病 学会 にお いて

発表 した。)
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